
　　紙おむつの支給
 対象者の自宅等に紙おむつをお届けします。
対象 ／住民税が非課税の65歳以上の在宅の方で、
寝たきりもしくは重度の認知症のため失禁状態
にある方

※生活保護受給者で紙おむつの支給を受けられる方
は対象外です。　　
利用料／無料

　　紙おむつの支給

　　移送サービス
　医療機関への入退院時や、介護保険の施設利用時
に、寝台や車いすに乗りながら乗降できる移送車両
を利用した場合の、費用の一部を補助します。
対象 ／65歳以上の方で寝たきりまたは常時車いすを
利用しており、移送用車両でないと移動が困難
な方（40歳以上で介護保険の要介護認定を受け
ている方も対象となります）

利用者負担／本人が住民税非課税の場合…移送費用
の1割
　本人が住民税課税の場合…移送費用の3割
※月の利用限度額は移送費用で3万円です。また、
超過分は自己負担となります。

　　移送サービス

　　配食サービス
　栄養のバランスのとれた昼食をお届けするととも
に、利用者の安否確認を行います。
対象／食事の支度が困難で、ほかの方から食事の提
供を受けられない65歳以上のひとり暮らし等の方
種類／普通食・きざみ食・おかゆ・糖尿病食等
※配食業者により異なります。
利用料／１食当たり400～600円

　　配食サービス

　　　ひとり歩き高齢者等見守りシールの配付
　認知症により道に迷うなどの行動（ひとり歩き）
が見られる高齢者等の早期発見・保護を目的とし、
靴等に貼り付けできる個人を特定する番号を付した
シールを配付します。
対象／ 認知症等によりひとり歩きのみられる高齢者

等の家族
配付枚数／20枚
利用料／無料

　　　

　車いすの貸し出し
　ケガなどで一時的に車いすが必要になった場合
に、２週間を限度に貸し出しを行います。
対象／一時的に車いすを必要とする65歳以上の方　　
利用料／無料
貸出場所／長寿はつらつ課・内間木支所・各出張所・
各公民館・各市民センター（朝志ケ丘を除く）

　車いすの貸し出し

※市外局番のない電話番号は『048』をつけておかけください。

高齢者福祉サービスをご利用ください
　令和７年度に実施する高齢者福祉サービスの一部をご案内します。希望される方は事前に
お問い合せください。詳しくはリーフレット「高齢者福祉サービスのご案内」をご覧いただ
くか、市ホームページをご確認ください。

申・問／長寿はつらつ課　☎ 463-1921

　　　安心見守り・緊急通報システムの設置
　緊急時にボタンを押すことで消防署に通報できる
機器を設置します。（設置には固定電話回線が必要）
対象／①慢性疾患は無いが日常生活に不安を感じる

65歳以上のひとり暮らし等の方
　　　②心臓疾患や脳疾患等の慢性疾患により発作

が起きた際に、自身で119番通報する事が
困難な方

利用料／①月500円（生活保護受給者は免除）
　　　　②無料

　　　安心見守り・緊急通報システムの設置

　　家具転倒防止器具等設置費の補助
　地震による家具の転倒等を防止する、転倒防止器
具等を取り付ける際の費用の一部を補助します。
対象／65歳以上のみで構成されている高齢者世帯
補助対象／家具転倒防止等に有効な器具・ガラス飛
散防止に有効なフィルムと取り付け費用
補助金額／１世帯１回に限り１万円（限度）

　　家具転倒防止器具等設置費の補助

　　  バス・鉄道共通カードチャージ料の交付
　高齢者の外出支援を目的として、対象者の方にバ
ス・鉄道共通カードのチャージ料を交付します。
対象／令和８年３月31日時点で70歳以上の方
申請方法／申請書を郵送・朝霞市電子申請システム
による電子申請
※対象の方へ7月中旬以降に、申請書を送付します。
給付金額／70歳になった方は3,000円、71歳以上
の方は2,000円を指定口座に振り込み
その他／申請は１人につき年度中１回限りです。

　　  バス・鉄道共通カードチャージ料の交付

市ホームページ
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障害者支援制度をご利用ください
申・問／障害福祉課　☎463-1598～9　Ｆ463-1025

　上記のほかにも、障害福祉サービス（居宅介護、生活介護、グループホーム、計画相談支援等）、地域生活支援
事業（移動支援、日常生活用具給付、意思疎通支援、地域活動支援センター、成年後見制度支援、訪問入浴サービ
ス、日中一時支援等）、生活サポート事業、紙おむつ等の支給、配食サービス、緊急通報システム、難病患者見舞
金、自動車運転免許取得費・改造費の助成、補装具費の交付、在宅重度心身障害者手当、市内循環バス特別乗車
証、車いす・レクリエーション備品（フライングディスク、ボッチャ）の貸し出し、有料道路通行料金割引、ＮＨ
Ｋ放送受信料減免申請受付等の事業を行っています。

市ホームページ

　障害者手帳の有無や種類、等級によって利用できる制度は異なります。
詳しくは、障害福祉課にお問い合わせいただくか、市ホームページを
ご確認ください。

　障害者手帳
　一定の障害等のある方が、各種援護やサービスを
受ける場合に必要となります。
○身体障害者手帳
対象／身体に一定以上の障害のある方
○療育手帳
対象／知的障害のある方
○精神障害者保健福祉手帳
対象／一定の精神障害のある方

交通費等の補助
　重度障害のある方の生活圏の拡大と社会参加の促
進を図るため、福祉タクシー券の交付・バス鉄道共
通 ICカードまたは自動車燃料費の補助を行ってい
ます。
対象／身体障害者手帳1・2級、下肢3級、療育手帳
Ⓐ・A・B、精神障害者保健福祉手帳1・2級
支給額等／年間上限15,000円
　（福祉タクシー券は年間上限30枚）
　※登録時期により異なります。

　特別障害者手当等
①特別児童扶養手当
　身体等に一定の障害のある20歳未満のお子さん
を育てている方に支給されます。
②特別障害者手当
　20歳以上で、身体等に著しく重度の障害があるた
め、日常生活において常時特別な介護を必要とする
方に支給されます。
③障害児福祉手当
　20歳未満で、身体等に著しく重度の障害があるた
め、常時特別な介護を必要とする方に支給されます。
※①、②、③のいずれも所得の制限や条件あり

　医療費の支給等
○重度心身障害者医療費支給制度
対象／①身体障害者手帳１～３級、②療育手帳Ⓐ・
Ａ・Ｂ、③精神障害者保健福祉手帳１級、④後期
高齢者医療制度加入者のうち65歳未満で障害認
定を受けられる状態であった方

※①、②、③は、65歳以上で該当となった方を除
く。また、本人所得による制限あり
支給額／入院、通院等の各医療保険制度における医
療費の一部負担金等（高額療養費や附加給付金が
支給される場合、その金額を差し引いて支給、入
院時の食事代は該当の世帯のみ）
○自立支援医療（精神通院）
　精神疾患の治療を受けるときに、申請により通院
医療費の自己負担分を１割に軽減する制度です。院
外処方箋薬局、精神科デイケア、訪問看護ステー
ションも対象になります。
※世帯の課税状況により上限額を設定
○精神障害者通院医療費助成事業
　自立支援医療（精神通院）を利用した際の、一部自
己負担金（医療費等の１割）を助成する制度です。
対象／所得区分が住民税非課税の方

　相談先等
○精神保健福祉に関する相談（予約制）
　精神保健に関するご本人・ご家族等の相談を、電
話・面接等で、精神保健福祉士が対応します。
実施日／原則第１・３木曜日　午後１時～５時15分
※相談内容や個人情報は秘密厳守します。
○障害者虐待防止センター
　障害福祉課内に設置しています。障害のある方に
対する虐待が行われているのを見たり聞いたりした
方は、当センターにご連絡ください。障害のある方
の安全を確認し、虐待の事実確認や障害のある方の
保護、養護者への支援など必要な対応をします。

12 申…申し込み 問…問い合わせ広報あさか　2025.7


